
二

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
二
十
四
第
一
項
若
し
く
は
法
第

百
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
法
人
又
は
令

第
二
十
四
条
の
七
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
法
人

二

法
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
二
十
四
第
一
項
若
し
く
は

法
第
百
二
十
一
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
な
い
法
人
又
は
令
第
二
十
四
条
の
七
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年

を
経
過
し
な
い
法
人

三

そ
の
業
務
を
行
う
役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
法
人

三

そ
の
業
務
を
行
う
役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
法
人

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
二
十
四
第
一
項
若
し
く
は
法

第
百
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し
の
日
前
一
月
以
内

に
そ
の
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
又
は
令
第
二
十
四
条

の
七
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し
の
日
前
一
月
以
内
に
そ
の
法

人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

法
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
二
十
四
第
一
項
若
し
く

は
法
第
百
二
十
一
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
法
第
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消

し
の
日
前
一
月
以
内
に
そ
の
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

又
は
令
第
二
十
四
条
の
七
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し
の
日
前

一
月
以
内
に
そ
の
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

（
利
用
者
等
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
体
制
整
備
に
係
る
業
務
の
範
囲
）

（
利
用
者
等
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
体
制
整
備
に
係
る
業
務
の
範
囲
）

第
五
十
七
条
の
五

法
第
十
五
条
の
十
六
第
一
項
（
法
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
業
又
は
業
務
は
、共
済
事
業
に
係
る
事
業
又
は
業
務（
次

条
に
お
い
て
「
共
済
事
業
関
連
業
務
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
四

法
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
（
法
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
条
の
八
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
業
又
は
業
務
は
、
共
済
事
業
に
係
る
事
業
又
は
業

務
（
次
条
に
お
い
て
「
共
済
事
業
関
連
業
務
」
と
い
う
。）と
す
る
。

（
利
用
者
等
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
）

（
利
用
者
等
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
）

第
五
十
七
条
の
六

組
合
等
（
令
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
組
合
等
又
は
当
該
組
合
等
の
子
金
融
機
関
等
（
法
第
十
五
条
の
十
六
第
二
項
（
法
第

九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
子
金
融
機
関
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
取
引
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
共
済
事
業
関
連
業
務
に
係

る
利
用
者
又
は
顧
客
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条
の
五

組
合
等
（
令
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
組
合
等
又
は
当
該
組
合
等
の
子
金
融
機
関
等
（
法
第
十
五
条
の
九
の
三
第
二
項
（
法

第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
子
金
融
機
関

等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
取
引
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
共
済
事
業
関
連
業
務

に
係
る
利
用
者
又
は
顧
客
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
五
十
七
条
の
七

（
略
）

第
五
十
七
条
の
六

（
略
）

（
責
任
準
備
金
の
積
立
て
）

（
責
任
準
備
金
の
積
立
て
）

第
五
十
八
条

共
済
事
業
実
施
組
合
は
、
毎
事
業
年
度
末
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

事
業
年
度
末
以
前
に
収
入
し
た
共
済
掛
金
を
基
礎
と
し
て
、当
該
各
号
に
定
め
る
金
額（
共
同
事
業
組
合
に
あ
っ

て
は
、
第
二
号
に
定
め
る
金
額
）
を
共
済
規
程
に
記
載
さ
れ
た
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
、
法
第
十
五
条
の
十
七

の
規
定
に
よ
る
責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条

共
済
事
業
実
施
組
合
は
、
毎
事
業
年
度
末
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

事
業
年
度
末
以
前
に
収
入
し
た
共
済
掛
金
を
基
礎
と
し
て
、当
該
各
号
に
定
め
る
金
額（
共
同
事
業
組
合
に
あ
っ

て
は
、
第
二
号
に
定
め
る
金
額
）
を
共
済
規
程
に
記
載
さ
れ
た
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
、
法
第
十
五
条
の
十
の

規
定
に
よ
る
責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

共
済
掛
金
積
立
金

共
済
契
約
に
基
づ
く
将
来
の
債
務
の
履
行
に
備
え
る
た
め
、
共
済
の
数
理
に
基
づ
き

計
算
し
た
金
額

一

共
済
掛
金
積
立
金

共
済
掛
金
に
基
づ
く
将
来
の
債
務
の
履
行
に
備
え
る
た
め
、
共
済
の
数
理
に
基
づ
き

計
算
し
た
金
額

二

未
経
過
共
済
掛
金

共
済
契
約
又
は
共
済
掛
金
の
特
性
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

計
算
し
た
金
額

二

未
経
過
共
済
掛
金

共
済
契
約
又
は
共
済
掛
金
の
特
性
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

計
算
し
た
金
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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